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１ 宮崎県警察幹部職員名簿
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交番 51施設 駐在所 88施設
【定 員】
警 察 官 ２，０３４人
警察官を除く署員 ３２１人

⇒ ２，３５５人
【女性職員】
警察官 ２５３人
警察官を除く職員１６０人（宮崎北警察署） （宮崎南警察署大坪交番） （宮崎北警察署平和が丘駐在所）

（警察本部庁舎）

宮崎県公安委員会

松山委員長
（１期目：Ｒ６．１１～）

佐々木委員
（１期目：Ｒ７．８～）

山下委員
（２期目：Ｒ５．８～）

２ 宮崎県警察の組織

６警察本部

サ
イ
バ
ー
戦
略
局

サ
イ
バ
ー
戦
略
局

警

備

部

（警察学校卒業式）

（拳銃射撃訓練）



３ 宮崎県公安委員会

７警察本部

公安委員会制度

公安委員会制度は、国民の良識を代表する者によって構成される合議制の機関が警察の管理を行うことで、警察
の民主的運営と政治的中立性を確保することを目的としている。

国については国家公安委員会を置いて警察庁を管理し、都道府県については都道府県公安委員会を置いて都道府
県警察を管理することとされている。

宮崎県公安委員会の組織

宮崎県公安委員会は、３人の非常勤の委員によって組織されており、委員は知事が議会の同意を得て任命してい
る。

公安委員の任務

○ 公安委員会の権限
都道府県公安委員会は、法律の規定に基づき、運転免許、交通規制、犯罪被害者等給付金の裁定、古物営業等

の各種営業の監督等、国民生活に関わりのある数多くの行政事務を処理している。

○ 警察の管理
都道府県公安委員会は、管内における事件、事故、災害の発生状況等を踏まえた警察の取組、組織や人事管理

の状況等について、定例会議の場等で、警察本部長等から報告を受け、これを指導することにより、都道府県警
察を管理している。



４ 警察本部各部の主な所掌事務

警 務 部

○ 広報に関すること。
○ 予算、決算及び会計に関すること。
○ 人事、定員、給与及び警察装備に関すること。
○ 監察に関すること。
○ 警察教養に関すること。
○ 福利厚生に関すること。

生活安全部

○ 犯罪、事故その他の事案に係る市民生活の安全と平穏に関すること。
○ 少年の非行防止に関すること。
○ ストーカー、ＤＶ対策に関すること。
○ 地域警察に関すること。
○ 110番通報等の緊急通報の受理に関すること。
○ 風俗営業、質屋営業、古物営業等の許可等及び指導取締りに関すること。
○ サイバー事案の防止対策、犯罪捜査に関すること。

刑 事 部

○ 凶悪犯（殺人、強盗など）、粗暴犯（暴行、傷害など）、窃盗犯の捜査に関すること。
○ 偽造、贈収賄、詐欺、背任、横領その他の知能的犯罪の捜査に関すること。
○ 暴力団等に係る犯罪の取締りに関すること。
○ 麻薬、覚醒剤その他の薬物、銃器犯罪に関する取締りに関すること。
○ 犯罪鑑識及び科学捜査の研究に関すること。

交 通 部

○ 交通安全教育及び地域交通安全活動に関すること。
○ 道路交通関係法令違反の指導取締りに関すること。
○ 交通事件及び交通事故に係る犯罪の捜査に関すること。
○ 交通安全施設の整備及び管理に関すること。
○ 運転免許に関すること。

警 備 部
○ 災害警備に関すること。
○ 警衛・警護に関すること。
○ 国際テロリズムその他外国人に係る警備犯罪の取締りに関すること。

８警察本部



５ 令和８年運営方針・運営重点

９警察本部

○ 子供・女性・高齢者を守る取組と特殊詐欺等の犯罪防止対策の推進

○ サイバー空間の脅威に対する総合対策の推進

○ 重要犯罪の徹底検挙と組織犯罪対策の推進

○ 交通事故の抑止と安全で快適な交通社会の実現

○ 災害、テロ等緊急事態への的確な対処と警護の万全

○ 県民の立場に立った警察活動の推進と社会の変化に適応する警察

基盤の整備

運営重点

運営方針

県民の期待と信頼に応える強くしなやかな警察
～安全で安心な宮崎をめざして～



６ 警察予算の内訳

10警察本部

宮
崎
県
警
察
の
運
営
予
算

警
察
庁
予
算

宮
崎
県
単
独
予
算

国
費

国
庫
補
助 ③ 都道府県警察に要する経費の国庫支出分 約５億円

（警察法第37条第１項 同法施行令第２条）

・人件費･･･ 警視正以上の警察官の人件費
・物件費･･･【装備費等】拳銃、警察教養、通信機器、鑑識機材

車両、船舶、航空機
【施設費】 警察学校、機動隊等

※ パトカーなど県警の保有する車両（約８７％）や、機動隊で
使用する特殊装備品、警察活動に必要不可欠な通信機器について
は中央調達により国費で整備

②都道府県警察に要する経費の国庫補助分 約６億６千万円
（警察法第37条第３項 同法施行令第３条、附則第24項 第30項）

・物件費･･･【装備等】警察手帳等貸与品、一般の犯罪捜査
防犯活動、交通取締り等に要する経費

【施設費】警察本部・警察署庁舎、待機宿舎、特定
交通安全施設

①都道府県警察に要する経費（県費） 約３１６億円
（警察法37条第２項 同法施行令第３条）

・人件費･･･ 警視以下の職員の人件費
・物件費･･･【一般分】 ＯＡ機器の整備や事務等に要する経費

【施設費】 交番・駐在所（沖縄を除く）
交通安全施設

約322億6千万円



令和８年運営方針に係る予算
○子供・女性・高齢者を守る取組と特殊詐欺等の犯罪防止対策の推進 ・・・・ ２億９，０５４万８千円
○サイバー空間の脅威に対する総合対策の推進 ・・・・ ２，４８８万３千円
○重要犯罪の徹底検挙と組織犯罪対策の推進 ・・・・ ４億６，６５３万８千円
○交通事故の抑止と安全で快適な交通社会の実現 ・・・・２５億２，１６９万１千円
○災害、テロ等緊急事態への的確な対処と警護の万全 ・・・・ ７，７１３万３千円
○県民の立場に立った警察活動の推進と

社会の変化に適応する警察基盤の整備 ・・・・ ４億５，９９５万６千円

11

区分 令和８年度当初 令和７年度当初 増 減

総 額 322億6,082万4千円 301億 982万1千円 + 21億5,100万3千円（+  7.1％）

人件費 230億7,808万1千円 217億7,001万2千円 + 13億 806万9千円（+  6.0％）

物件費 91億8,274万3千円 83億3,980万9千円 + 8億4,293万4千円（+10.1％）

７ 令和８年度当初予算 （宮崎県警察の支出する予算）

概要

警察本部



12警察本部

宮崎県警察予算 322億6千万円

人件費
２１３億円 ７１％

７ 令和８年度当初予算 （宮崎県警察の支出する予算）

２１７億７千万円
７２％

２３０億８千万円
７２％ ９１億８千万円

２８％

人件費

物件費

光熱水費及び施設費の維持
費用 約１３億８千万円

パソコンリース料や燃料費の義務
的経費 約３２億４千万円

運転免許証更新時講習など委
託料経費等 約８億７千万円

交通安全施設整備等の普通
建設費 約３５億５千万円

新規事業等に充てられる経費
約１億４千万円

物件費



(1) 刑法犯認知件数・検挙件数・検挙率の推移

（件数） （％）

８ 治安情勢等

13警察本部

○ 犯罪情勢

・刑法犯認知件数は、令和３年までは減少傾向にあったが、令和４年に増加に転じ、令和７年も増加
（＋441件、＋10.3％）した。

・自転車盗難被害が全体の約28％（1,338件）を占めている。
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(2) 令和７年の主な特徴

【駐輪場における施錠状況の点検】

特殊詐欺等の発生状況

特殊詐欺等対策

自転車盗難の発生状況

自転車盗難対策

８ 治安情勢等

14警察本部

○ 犯罪情勢

・特殊詐欺
被害件数：98件（＋24件）
被 害 額 ：約３億9,007万円（+約１億8,773万円）

【被害の多い手口】
架空料金請求：43件（－５件）、約4,996万円（＋約366万円）
オレオレ：39件（＋18件）、約3億1,357万円（＋約1億7,280万円）

・SNS型 投資・ロマンス詐欺
被害件数：75件（－6件）
被 害 額 ：約９億8,885万円（+約8,961万円）

【手口】
投 資：40件（－20件）

被害額：約５億8,078万円（－約8,962万円）
ロマンス：35件（＋14件）

被害額：約４億808万円（＋約1億7,924万円）

【地域警察官による特殊詐欺
等撃退ローラー作戦】

【自動車教習所等での啓発
動画放映】

【金融機関、コンビニとのマ
イスター研修会の状況】

【自転車盗難防止モデル校の指定】

○被害件数：1,338件（＋122件）
※刑法犯認知件数（4,717件）全体の28％

・主な被害場所
駅駐輪場 ：473件（35.4％）
アパート等：402件（30.1％）

・被害者の区分
高校生：579人（43.3％）
中学生：162人（12.1％）
小学生： 47人（ 3.5％）
その他：550人（41.1％）

・施錠状況
施錠せず：1,045件（78.1％）
施錠あり： 293件（21.9％）

○特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の合計
被害件数：173件（＋18件）
被 害 額 ：約13億7,892万円（+約2億7,734万円）



(1) 交通事故発生件数・死者数の推移

・発生件数は2,477件（前年比－226件、－8.4％）で、過去最多であった平成22年（11,000件）以降で
最少を更新した。

・死者数は34人（前年比－５人、－12.8％）で、高齢者の割合が８年連続で５割を超えた。
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８ 治安情勢等
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○ 交通事故情勢



(2) 令和７年の主な特徴

・交通死亡事故の特徴

・負傷者の特徴

・交通人身事故の特徴

(3) 交通事故抑止対策

【モデル横断歩道の指定】

【反射材の配布】

【道路に設置している交通情報板を活用した広報啓発】 【制限運転宣誓状況】

【動画KYTを使った交通安全教室】【モデル横断歩道における違反取締り】

歩行者保護対策 高齢運転者対策

８ 治安情勢等

16警察本部

○ 交通事故情勢

2,477件 交差点及びその付近 追突 ：911件（36.8％） 高齢者：791件（31.9％） 脇見、安全不確認等
（－226件） 1,239件（50.0％） 出合頭：608件（24.5％） 20歳代：412件（16.6％） 1,397件（56.4％）

事故類型 第１当事者の年代 事故原因事故件数 発生場所

歩行中
負傷者

2,749人 202人（7.3％） 高齢者：517人（18.8％） 208人 2,541人
（－258人） うち高齢者75人 40歳代：516人（18.8％） （－25人） （－233人）

負傷者数 年代別負傷者 重傷者 軽傷者

歩行中 高齢運転者事故 飲酒運転事故
死者数 による死者数 による死者数

34人 10人（29.4％） 高齢者：19人（55.9％）
（－５人） うち高齢者４人 50歳代：６人（17.6％） 12人（±０人） ２人（－３人）

死者数 年代別死者数


